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図 1  松崎貝塚周辺の製塩遺跡（4. 松崎貝塚 註 1 による）
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図 2  松崎貝塚調査区域図（採集地の既発掘調査個所 註 3 による）
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図 3  松崎貝塚Ⅶ区10層出土遺物実測図（53～63が製塩土器の脚部 註 1 による）
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に南へ 1 km近く進むともうそこの砂質の畑地は遺跡である。標高 4 ｍを測り、遺物散布からす
る遺跡の面積はおよそ20,000m2ある。
第 1 次調査（註 1 ）
1976年度 7 、 8 月の発掘調査では南北145ｍ、東西は広い個所で12ｍ、狭い個所で 3 ｍのトレン
チが設定され、約730m2におよんだ。
 調査では、 4 ヶ所の貝塚（調査区外に別に 1 ヶ所の貝塚があり都合 5 ヶ所）と 5 基の炉跡が
確認され、「水溜」槽状遺構あるいは炉状遺構などの検出もあった。
 その年代は、第Ⅰ区では、土師器、須恵器、瓷器、土錘がある、とするのみで具体的な記述
はない。しかし、第Ⅱ区では、古墳時代第 4 型式、製塩土器第 4 様式の時代であった、とする。
また、第Ⅲ区では、「炉をおおうように堆積していた（中略）層から出土した製塩土器」が「第 









第 2 次調査（註 2 ）
 第 2 次調査は同じ年の12月に実施された。先の調査地とはわずかに異なり、やや内陸部より
であった。
 この調査では貝塚 3 基と炉跡 4 基が確認された。また、製塩土器の編年に関しては知多式製
塩土器の六つの様式については、「塚森様式は、 5 世紀終末から 6 世紀初頭、・・・第 3 様式に
ついては 6 世紀後葉から 7 世紀代、・・・第 4 様式は 8 ～ 9 世紀、第 5 様式は10～11世紀の年代」
とする。本稿の類型と対比すれば、第 1 様式は円筒形、第 2 様式は空洞式、第 3 様式は指痕尖

















第 3 次調査（註 3 ）
 さて、現地調査はその後、やや年月を経て、1988年12月から89年 3 月にかけて実施された。
調査区はこれまでの発掘区のさらに背後となる東側である。






















































































































(7)「握痕太型尖頭型式第 2 種 第 6 類」
 先記の第 4 種に後続する第 5 種、第 6 類と呼称してもさしたる支障はない。その場合の名称













(9)「握痕短小型尖頭型式第 3 亜種 第 7 亜類」
 第 7 類から第 8 類、さらには第 9 類へと変遷する流れに乗るものではない。系譜上では傍系
と言ってよい。その特徴は前後の段階に比して短小な点である。器面に握痕とは異なる指頭圧
痕が観察できるものもある。脚台の高さ9.2cm、付け根の径2.4cmで尖形となる。
(10)「平滑式中細型尖形型式第 1 種 第 8 類」
 たしかに前者第 2 種第 7 類の系譜に乗るものであろう。しかし、器面の平滑調整、先端部の
尖形化は、その小型化とともに著しい違いである。いままでの指で握り締めた凹凸感が全く消
え去った点にこれまでの形状と大きな違いが見出し得るのである。ゆえに第 1 種とした。しか
し、製塩土器の大きな流れの中での明らかな 1 段階であって、第 8 類とした所以である。脚台
の高さ10cm、付け根の径5.0cmで尖形となる。器面の調整は平滑である。
(11)「平滑式太型尖形型式第 1 亜種 第 8 亜類」





(12)「平滑式細型尖形型式第 2 種 第 9 類」
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ものがある。つまり、氏は、「塚森様式は、 5 世紀終末から 6 世紀初頭、第 3 様式は 6 世紀後葉
から 7 世紀代、第 4 様式は 8 ～ 9 世紀、第 5 様式は10～11世紀とする」。ならば、第 2 様式は 
6 世紀半ばで、第 1 様式は 6 世紀前葉と理解されていたものといえよう。
 これは本稿と照合するならば、第 1 様式は円筒形で、 6 世紀前葉、第 2 様式は空洞式で、 6 世
紀半ば、そして第 3 様式は指痕尖頭式で、 6 世紀後葉から 7 世紀代、さらに第 4 様式は平滑尖
形型式で、 8 ～ 9 世紀となり、第 5 様式は、「粗製で太い第 3 様式の脚台をそのまま小形にした
形」のもので、10～11世紀と言うことになろう。
 これをその後の調査結果（第 3 次調査）に照合すれば、ここでいう平滑式尖形型式は、「 8 
世紀前半に位置付けることができる」が、「遅くとも 7 世紀末には成立した」とみえる。
 他の類型に関しても、その指摘によれば、空洞式の長脚尖頭型式が、形式的に先行する円筒
式第 3 類とともに 7 世紀前半代に位置するという。しかるに、後続する握痕太型、握痕細型と
もに 7 世紀前半から 8 世紀前葉となっている。そして円筒式でも第 2 種、第 3 類が 6 世紀半ば
から 7 世紀前葉と指摘され、先行する円筒式の第 1 種を含む第 2 種が 5 世紀末から 6 世紀前葉
としている。
 これをさきの杉崎氏の見解と比定すれば、第 3 様式が「 6 世紀後葉から 7 世紀代」と「 7 世
紀前半から 8 世紀前葉」とで食い違い、杉崎氏が半世紀近く古い説をとる。また、円筒式に関
してはこれとは逆で、塚森式以後は「 5 世紀終末から 6 世紀初頭」を遡ることはないとするが、
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第三次の報告では、円筒部 1 種を「 5 世紀末から 6 世紀前葉」としている。ならば、後者では




るもののうち小型の部類は 7 世紀前半に、また、円筒式第 2 、 3 種、つまり円筒であるが器面
に指の圧痕が認められ平滑でないもの、端部面も端正でないものの初原は、 5 世紀末まで遡っ






























およそ200個ある。この点から言えば 5 世紀もしくは 6 世紀前半に対して 6 世紀後半から 7 世
紀にかけての操業は著しく高揚したようである。さらに、 8 世紀には 9 世紀にかけてのことで
－ 182 －























































































 2  東海市教育委員会『愛知県東海市松崎貝塚第 2 次発掘調査報告書』1977




日本風俗史学会中部支部、第 15号、平成 17年 3 月刊に、衣の民族館館長高橋春子先生のお取りはからいで寄
稿した。
 本稿とは全くの姉妹編をなすものであり、今後、もう一歩研究を進めたいと望んでおり、全遺物の整理を果
したいと考えている。本稿と併読されることをお願いするとともにあわせてご批評を賜れば幸甚である。
